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研究成果の概要（和文）： 
本研究では，外国人児童生徒および帰国児童生徒のための「教科指導」と「生活指導」のノウ
ハウを収集・整理し，ネットワークを通じて情報提供する枠組みを提案した。このような世界
中からアクセスできるデータベースを構築することで，担当する教員が，帰国・外国人児童・
生徒の学習経験やカリキュラムの特徴を知り，それにあわせたリメディアル教育や接続教育を
効果的に提案していくことができる。また，将来，帰国・外国人児童･生徒を受け入れる高等教
育においても，初等・中等教育でのカリキュラムを理解することで，接続を重視した学習指導，
教材開発が可能となる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This study proposed the frame work to exchange ideas related with living guidance 
and course instruction for educating returnee children. In use of this network, the 
teachers who teach returnee and international students in elementary and secondary 
education can easily access educational data and design remedial education for their 
students. The teachers in higher education can also use this network and develop 
transformative curriculum and instruction for diversity of learners.  
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１． 研究開始当初の背景 
2008 年の文部科学省の調査によれば，初等・
中等教育で日本語指導が必要な外国人児童
生徒は，約 28,000 人に上り，また，海外か
らの帰国児童生徒は 11,000 人とされる。こ
れらの児童・生徒は，日常会話は十分にでき
ても，学年相当の学習言語が不足し，その結
果，学級活動に参加できない場合が多い。し
かし，ほとんどの学校では，受け入れ人数が
5 人未満と少数であるため，クラスを編成す

ることができず，その指導は担任教員や地域
ボランティアに任せられている。そのため，
受け入れ経験を持つ機関であっても，担任教
員の人事異動や退職，対象児童・生徒の卒業
により，苦労して積み上げた指導法や教材が
継続されにくい状況にある。したがって，帰
国・外国人児童生徒を受け入れる度に，また
新たに試行錯誤を繰り返しながら指導を進
めていかなければならず，現場で大きな負担
となっている。 
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２．研究の目的 
増加が著しい帰国・外国人童生徒の状況にあ
わせた指導を行うには，個々の教員が行って
きた努力や工夫を共有化し，必要な教師に提
供する仕組みが必要である。また，初等教育
から高等教育までも範疇に入れた長期的な
視点に立って，帰国・外国人児童生徒の指導
のためのノウハウを収集・整理し，提供する
ことも求められている。 
 
（1）ネットワーク上で外国人児童生徒およ
び帰国児童生徒への指導情報を整備し，公開
することは，現在，児童･生徒の指導にかか
わる教師に利用されるだけでなく，将来，受
け入れる側に対しても適切な情報提供を行
うことができる。つまり，高等教育関係者に
とっても，帰国・外国人児童・生徒の特性や
学習経験を知り，初等・中等教育でのカリキ
ュラムとの接続を重視した学習指導，および
教材開発が可能となる。 
 
（2）本研究では，現場の教師が実践的なノ
ウハウを手軽に記録できることを重視し，ブ
ログを用いたシステムを提案する。ブログで
は文章の作成・編集・管理・閲覧が容易であ
り，ネットワークを解してエントリを閲覧す
ることもできる。また，コメントなどの機能
により，投稿者と閲覧者のコミュニケーショ
ンも可能である。このようなブログと SNS
（ソーシャル・ネットワーク・サービス）を
組み合わせた WEB サイトを構築することに
より，外国児童生徒や帰国児童生徒の適応教
育のために個々の教員が行ってきた教育実
践を努力や工夫を共有化し，必要な教師およ
び地域ボランティアに提供する仕組みを提
供する。 
 
３．研究の方法 
教師連携を支援する SNS構築に向けて，平成
２３年度は，海外日本語補習校と国内日本語
学校での学習内容を比較し，その特徴を明ら
かにすることを試みた。カナダ・クイーンズ
大学を訪問し，国際理解教育，日本語教育に
ついての情報収集を行った。 
 平成２４年度は，日本とフィリピンで日本
語教育にかかわる関係者で授業研究を行い，
および他教科の指導観点の相違を明らかに
した。また，構築した SNSのユーザビリティ
についても調査を行い，今後も,システムを
継続的に改良していく。 
 
４．研究成果 
最終年度は，教師連携をすすめるため SNS 構
築の利用者を広く募るとともに，利用者間の
情報交流をさらにすすめるため，本プロジェ
クトに参加する教師のためのワークショッ

プ，デモンストレーションを企画した。2013
年 4月にフィリピン・セブ島・ビサヤ地域日
本 語 教 師 会 （ Association of Nihongo 
Teachers in the Visayas：ANT-V）主催の 2nd 
Japanese Language Education Conference in 
CEBU で中等教育の日本語教師を含むフィリ
ピン人日本語教師向けのコースデザインの
あり方について講演を行った。さらに，教師
が情報交換を行うためにポータルサイト
（Moodle：https://lms.katoyukari.net/）
を立ち上げ，国内の高等学校で帰国生教育に
当たる日本語教師の参加を募った。 
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